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TEL.090-1400-8885
FAX.0476-98-0542

info@fujishiro-kengo.com

藤代けんご後援会
藤代けんごの活動はウェブでも発信中！

藤代けんごとともに考え、多くの活動を通して、笑顔で楽しいまちづくりを進めてくれる仲間を募集しています。

fujishiro-kengo.com 藤代けんご

公式LINE
@894hrwfi

Facebook
@fujishiro.kengo

X（旧Twitter）
@FujiK50285201

Instagram
@fujishiro.kengo
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略歴
1984 年11月、印西市山田生まれ。A型。
瀬戸幼稚園、六合小学校、印旛中学校、佐倉高校、早稲田大学政治経済学部卒。
国際協力銀行、ボストンコンサルティンググループ、青山社中を経て、印西市にて弥治右衛門合同会社（ま
ちづくり会社）を設立・代表に就任。
家族：父（元印西市職員）、母（看護師）、妻（言語聴覚士）、長女（小 4）、次女（小２）

健康・医療
介護・福祉

編
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健康・医療
介護・福祉
生涯元気に自分らしく生活できるまちづくり

取り組みたいこと

生涯スポーツを楽しめる環境づくり
●　子どもからシニア世代まで、全世代のスポーツ振興
の拠点整備。市内スポーツ関連団体への支援強化

子ども
若者

現役
世代

ずっと元気でいられるまち1

高齢者の居場所・世代間交流：栃木
県大田原市 ( 一社 )えんがお。地域の
方々とともに高齢者の孤独化予防・解
消を実践

認知症予防：みまもりあいプロジ
ェクト。スマートフォンの無料アプ
リを利用した認知症高齢者の見守
りの取り組み

認知症患者及び家族へのサポート強化
●　医療機関と認知症初期集中支援チームの連携を強化し、認知症初期事例
や対処困難例について速やかに支援

印西まちなか音楽祭

市民活動団体・組織等の活動支援
（ボランティア（有償・無償）・イベント・文化・
  芸術・音楽・スポーツ等）
●　市民活動支援センターの人員・機能強化
（コーディネーター人員の強化、市役所関
連部署等との連携強化、団体・組織間の
つながりづくり）

●　有償ボランティアの拡大。市民活動団体・
組織等への支援強化

いつでも安心なまち3

●　シニア世代の方々の第二の人生へのニーズは
様々。就労（働く）、ボランティア（有償・無償）、
市民活動、趣味などの多様な選択肢を示し、シ
ニア世代の方々の人生に伴走する支援窓口を設置

シニアの方々の居場所づくり
（シニア世代の活躍の場、多世代での交流拠点整備）
●　シニア世代の方々が培ってきた専門知識やノウハ
ウを活かした活躍の場や、子どもからシニア世
代まで一緒に過ごせる多世代交流拠点を整備

障がいのある方々の就労支援強化
●　学校や市内事業者との連携を通じて、障がいの
ある方々が働きながら自分らしく居られる場所づ
くりを推進

みんなに居場所のあるまち2
第二の人生に向けた総合支援窓口
（シニア世代の誰でも何でも相談所）の設置

●　中心市街地や過疎化が進む地域に加え、千葉ニュータウンも一部で急速
な高齢化が進行しています

●　世代を問わず、障がいを持たれる方々や日々の支援を必要とする方々な
ど、多様な市民の方々がいらっしゃいます

●　将来に備え、全世代が元気で自分らしく暮らせる環境を整備するととも
に、シニア向けの居場所づくりや健康寿命の延伸、充実の医療・介護の提
供を目指します

先輩
世代

全ての市民の方々が
元気に自分らしく

つくば市：市内の高齢化地域を走る
オンデマンドタクシーの全車両に人
工知能で制御するシステムを導入

●　地域や個々人の特性にあわせて、
個別に最適な交通手段の確保。具
体的には、バス路線の見直し、デ
マンドタクシー（予約制の乗合タク
シー）、人口が減る地域限定でのラ
イドシェア（自動車の相乗り）導
入検討

地域に寄り添った
移動スーパーの充実
●　スーパーマーケットなどの市内事業者との連携を通じ、高齢者の
状況にあわせたサポートを実施

地域福祉を担われる方々への支援
●　成り手が不足する民生委員・児童委員の方々が活動しやすい環
境を整備。社会福祉協議会への支援強化

●　民間事業者等と連携した見守りサービス強化

免許返納後の方々の医療機関や
買い物へのアクセス確保 など

日常生活

藤代けんごは、まちづくりのプロとして、全国の自治体の先進事例への知見や
ネットワークを活かし、「自分らしく生活できる」まちづくりを進めます

新たな介護手法：ユマニチュード。介護後の認知
症対策として、認知力の向上を目指すケア・コミ
ュニケーション技法

●　事務担当者の配置などの人員強化
●　市役所支援体制の強化：人員強化と介護保険の認定
調査の迅速化、現場職員・スタッフの負担軽減ツール
（タブレット等）の支給、書類のデジタル化・簡素化

介護者の家族の負担軽減
●　高齢者のご家族の近居及び同居に関する財政支援、
高齢者の方々の一時預かり機能の強化等を通じて、
親子の物理的、精神的な負担両面の負担軽減を検討

地域内の介護職の方々の交流・研修の場づくり
●　介護職の医療的ケアについての知識習得及び技術の向上を図るとともに、先進的な手法の普
及を通じて、市内全体での介護の質を引き上げ

シニア世代やご家族の福祉相談窓口である
地域包括支援センターの機能強化

介護・医療

訪問医療：長野県伊那市 モバイルクリ
ニック。医師の乗らない遠隔診療専用
車両「INAヘルスモビリティ」

介護のなり手の確保（介護スタッフの待遇改善）
●　増え続ける介護ニーズへ対応。国への働きかけを通じ介護施
設等の報酬を引き上げ、市内にて介護施設等を運営しやすい
状況を整備。介護スタッフの待遇向上への支援策を検討

在宅療養支援の強化
●　医療需要に応じて、在宅療養支援診療所等に関して既存所へ
の支援強化や新規誘致等を進める インフラ・防災・防犯 編

「市民や現場の方々の声に基づく政策づくり」を実現するため、ランチ
会やお茶会などで皆さんの声をお聞かせ頂いています。
これまで、教育・子育て、介護、起業・創業などをテーマに、数十回
開催させて頂きました。
藤代と話してみたい方、まちのことをお話ししたい方など、どなたも大
歓迎です。「出張ふじしろ」をご希望の方はいつでもご連絡下さい
▶今回の健康・医療・介護・福祉
政策も、従事者の方々、シニアの
先輩方やご家族などからの声から
生まれたものです。

出張ふじしろ（通称：出張ふじぽん）

次回号予告

こどもたちから呼ばれている
愛称“ふじぽん”にちなんでいます

市内
実例

健康を維持する手法：コ
ンディショニング
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ともに     創る
印西印西の未来を   市民の方々と

●　国内外の多数の自治体でまちづくりに取り組む。
市民・企業・市役所が一体となってまちづくり
を進める「公民連携」手法に精通

●　国会議員から地方議員まで、多数の政治家の
「政策アドバイザー」を務める

藤代けんごとは？

まちづくり
政策づくりのプロ

→ 即戦力として印西のまちづくり・
　 政策づくりを進めます！

●　経営コンサルタント・銀行員・企業経営者と
して、個人事業主・ベンチャー企業・大企業
まで多数の経営に参画・関与。

組織経営のプロ

→ 民間の経営感覚を
　 自治体経営に応用します！

●　印西市で生まれ育ち、父は印西町役場・
市役所勤務。

印西出身・育ち

→ 愛する故郷のため、
　 そして印西が故郷になる
　 次世代の子どもたちのために、
　 誰よりも当事者意識を持って
　 まちづくりに取り組みます！

印西でまちづくりを推進中!

市バスケットボール協会 常任
理事として、市民大会やINZAI
ライノス観戦ツアー等を主催

主催したまちづくりイベントの
累計参加者500 名超

●　海外留学（米国）、駐在（香港）を経験。
　　海外出張などで訪れた都市は30超。

豊富な海外経験

→ グローバルな視点を
　 まちづくりに活かします！

商工会青年部（常任委員）・活
性化委員会（木下駅前のにぎ
わい創出などを議論）で活動

ニュータウン・印旛地区それぞ
れのお祭り実行委員を務める

市内フリースクールのオーガナ
イザーとして「子どもの居場所
づくり」に貢献

つ
く
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